










1,000g 以下の児の成績(既報) 

最近の未熟児医療の進歩によって未熟児は出生体重何 g 以上,在胎何週以後のものまでが

intactsurviva1 可能となったかを知ることは多くの人の関心のあるところである。 

そこで昭和 51,52,53 年の 3 年間に全国の主要未熟児施設に入院した 1,000g 以下の 1,152

例について分析したが図 1,2 のような成績であった(周産期医学 10(4)433,1980) 

そして個人の最低記録をみると,この期間のintact surviva1の記録は620g,28週の児であ

った(表 1)。 


